
 

 

 

 

  

■ 新会長に 細岡 大 様が就任   

 新会長として就任された細岡大様から、会員企業の皆さまへメッセージをお預か
りしましたので、以下に掲載させていただきます。 

  

この度、５月２３日の第２９回定期総会に於きまして芳賀町工業

団地連絡協議会会長に就任しました㈱本田技術研究所 PG（プルービ

ンググラウンド）管理室の細岡大でございます。この重責に身が引

き締まる思いがいたします。 

なにぶん初めてのことですので、会長職の遂行にあたりましては、

副会長をはじめ理事の皆さま、事務局の皆さま、先輩各位のご指導

とご教示を賜りたいと思います。 

微力ではございますが誠心誠意、芳工連の発展に力を尽す決意で

す。皆様のご支援とご協力を切にお願い申し上げます。 

 私は、１９８６年にホンダへ入社した当時、商品・技術開発のテ

スト部門に配属されテスト走行に没頭し、テストコースを活用する側におりました。数年後 PG管

理室に異動してからは、テストコースの設計・施工に従事するテストのサポート側になりました。

管理部門になってからは、PG管理室長としてテストコース運営とテスト業務従事者の人財育成を

担当しております。 

このように、入社以来テスト走行に関わる業務が主体で、領域の狭い会社生活を送ってきた私が、

芳工連会長の役割をまっとうできるか？と自問自答を重ねました。同時に、芳工連活動を通じて社

会人として少しでも成長できるのでは？という期待が入り混じる複雑な気持ちを抱きました。 

 芳工連は、芳賀町の工業団地に立地する企業と横の繋がりを強く持ち、その相乗効果によって各

企業の健全かつ持続可能な発展と地域への貢献、さらには行政機関との連携強化により重点施策と

する「安全で安心な工業団地づくり」を目指していると認識しています。 

芳賀町は豊かな自然に恵まれ、農業・商業・工業のバランスのとれた町づくりを力強く推進し、

創造的なまちづくりが着実に実行されています。 

このような芳工連と芳賀町の取り組みに感銘を受けた私は、芳工連と芳賀町との連携をさらに 

深化させることが大変重要であると考えております。 

 来期、芳工連は創立３０周年の大きな節目の年であると伺っております。芳工連会員の皆様・地

域の皆様が、幸せを感じる催しになるよう準備をしたいと思います。  

なにぶん不慣れではありますが、皆様のご指導、ご協力を頂戴しつつ役割を担っていきたいと思

いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

             株式会社本田技術研究所 PG管理室 室長 細岡 大 
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富永英夫副会長 

河合泰会長 

■ 芳工連の総会を開催  

5 月 23 日、第 29 回定期総会を 5 月 23 日開

催しました。会員企業 48 社から７２名の出席を

いただきました。 

来賓として見目匡町長（代理上野哲男副町長）、  

石川保町議会議長、茂呂和巳県産業労働観光部長

（代理山本裕之企業立地班長）ほか関係行政機関

や関係団体の代表者にご臨席をいただきました。 

開催の挨拶で富永英夫副会長は、会員企業多数

の出席に謝辞を述べました。 

河合泰会長は挨拶で「芳工連の活動については、

重点施策である『安全で安心な工業団地づくり』

を目指し、企業が安定した成長を継続できる環境

整備に努めてきました。 

会員企業並びに芳賀町、栃木県、関係諸団体の

御協力と御理解によって、計画どおり事業を執行

できたお蔭様で各分野とも大きな成果を得ること

ができました。特に、多くの会員企業から不安の

声があったＬＲＴ事業にともなう交通渋滞による

事業継続性への懸念については、行政機関への要

望を精力的に行った結果、主要幹線道路の整備を

２年前倒しで完成していただく目処が立ちました。 

 単独企業では実現できない課題の解決について

は、会員企業様からの意見を頂戴し、より多くの効果が期待できる事業の実践で、今後も会員企業

様の満足度をさらに向上していきたいと考えております。 

芳工連は平成2年6月の設立総会で発足し、平成31年度（2019年）には創立30周年の記

念すべき節目の年を迎えることになります。 

そこで、会員企業の一体感を醸成するとともに、未来に向けて新たな魅力を生み出し、新たな価

値創造のきっかけとなるよう創立３０周年記念事業を計画しております。 

芳工連会員企業の更なる飛躍に向け、事業活動の

更なる充実を図りたいと思いますので、皆さまの御

支援と御協力を引き続きお願い申し上げます」など

と挨拶しました。 

 

来賓を代表して、芳賀町長代理の上野哲男副町長、

石川保町議会議長、県産業労働観光部長代理の山本

裕之企業立地班長から祝辞を頂戴しました。 

 

 
上野哲男副町長 



■ 議案審議  

 議事は河合泰会長が議長に就き、8 議案を上

程しました。平成 29 年度の事業報告と収支決

算、平成 30 年度の事業計画（案）と収支予算

（案）、創立30周年記念事業関連議案などが原

案どおり可決されました。 

また、任期満了にともなう役員改選について

も、理事会で推薦した役員が原案どおり可決さ

れました。 

 閉会は渡邉猛副会長が「上程した 8 議案をすべて可決いただき感謝申し上げます。皆さまの御

理解と御協力をいただき三つの重点施策を着実に実行していまいります」との挨拶で締め括りまし

た。 

■ 改選された芳工連役員 

役 職 企業名 役職及び氏名 備考 

会 長 (株)本田技術研究所 ＰＧ管理室 室長  細岡   大 新任 

副会長 (株)宮崎工作所 代表取締役会長 宮崎 侊志郎 再任 

〃 ジェーピーエス製薬(株)栃木工場 専務取締役工場長 富永  英夫 再任 

〃 本田技研工業(株)生産本部栃木オフィス 事業管理室 室長 渡邉   猛 新任 

理 事 池田興業(株)宇都宮支店 支店長 京條  友彦 再任 

〃 (株)オートテクニックジャパン 取締役 西尾  義行 再任 

〃 川田工業(株) 業務課 課長 久須木 祥男 再任 

〃 日本梱包運輸倉庫(株)栃木営業所 所長 橋本  剛成 新任 

〃 ホンダエンジニアリング(株) 事業管理部 部長 浦野   誠 新任 

〃 ホンダ開発(株)栃木事業部 執行役員事業部長 野見山 昌和 再任 

〃 
(株)リブドゥコーポレーション 

栃木芳賀工場 
工場長 上田  勝男 再任 

〃 芳賀町工業団地連絡協議会 事務局長 七井  真人 再任 

監 事 三菱ＵＦＪ信託銀行栃木芳賀センター センター長 小林  治郎 新任 

〃 
(株)関電工北関東・北信越営業本部 

栃木支社 営業部 
営業部長 多部田  学 再任 

参 事 芳賀町建設産業部商工観光課 課長 手塚  孝幸 再任 

任期の2年間よろしくお願いいたします。 



【6月の予定 】 

1６日 第 1回安全衛生部会 

1７日 第 1回交通防犯部会 

1１日 団管連理事会 

1２日 第 1回総務企画部会 

1４日 第 1回環境整備部会 

25日 芳工連第1回役員会 

2７日 資源ごみ回収日 

【５月の実績 】 

09日 町政懇談会 

19日 芳賀町ロマン花火2017実行委員会 

19日 団管連幹事会 

1１日 労働災害防止団体等連絡会議 

17日 第 1回クリーン作戦 

18日 芳賀町観光協会理事会 

18日 真岡地区暴追対策協議会総会 

21日 真岡労働基準協会総会 

2３日 第 29回芳工連定期総会 

23日 資源ごみ回収日 

24日 芳賀町商工会第5９回通常総会 

25日 芳賀町観光協会通常総会 

29日 第 1回普通救命講習会 

■ 第 1 回クリーン作戦  

環境整備部会では、工業団地の美化活動を工業

団地すべての立地企業様に呼びかけ、クリーン作

戦の実施を年3回予定しています。 

第 1回クリーン作戦については５月１７日、 

湿度が高くひときわ暑い日でしたが６５社から

２５８名の皆さまにご協力をいただきました。 

長年にわたる美化活動により、年々環境が良く

なっている当工業団地です。以前に比べて空き缶

などゴミの不法投棄も少なくなってきました。 

今回のクリーン作戦でも、落葉なども含め回収したゴミを自社で処分していただいた企業様が多

く、ごみ集積場へ持ち込まれたゴミは以前より少ない量でした。 

次回のクリーン作戦は、７月下旬頃に予定したいと思いますので、その節はご協力をよろしくお

願いいたします。 

クリーン作戦に参加・協力いただきました企業様に改めて感謝とお礼を申し上げます。 

 

■ 普通救命講習会の実施  

安全衛生部会が主催する第 1 回普通救命講習会

を 5 月 29 日、１３社 22 名の参加により開催し

ました。真岡消防署芳賀分署から救命救急士 3 名

の派遣協力をいただき、応急手当の重要性、救命

措置の手順、止血法などを 3 時間にわたり丁寧か

つ熱心にご指導いただきました。 

 心肺蘇生法及び AED 使用方法では、訓練用マ

ネキンを使用して一人ひとり交替でトレーニング

しました。受講された皆さまは、非常時に躊躇なく救命措置を実践する心構えができたようです。 

 

芳工連日誌 

 

 

 

 

 


